
「公徳会ほのぼのケアサービスヘルパーステーション」 

訪問介護事業介護保険外自費サービス 運営規程 

 

第1条 （事業の目的） 

     社会医療法人公徳会が開設する公徳会ほのぼのケアサービスヘルパーステーション（以下

「事業所」という。）が行う訪問介護事業介護保険外自費サービス（以下、「自費サービス」

という。）の適切な運営を確保するために管理運営に関する事項を定め、事業所の介護福祉士

又は訪問介護員養成研修の修了者（以下、「訪問介護員等」という。）が介護を要する高齢者

に対して自立した日常生活を営むことができるよう、介護、生活援助等その他生活全般にわ

たる援助を提供することを目的とする。 

 

第2条 （運営の方針） 

１． 事業所は利用者の心身の特性を踏まえて、生活の質の確保及び向上を重視し、健康管理、日 

常生活動作の維持・回復、日常生活の援助を図るとともに、快適な在宅生活が継続できるよう

に支援する。 

２． 事業の実施に当たっては県市町村、地域の保健・医療・福祉サービスとの綿密な連携を図り、

総合的なサービスの提供に努めるものとする。 

３． 従業者は、事業の提供に当たっては懇切丁寧に行うことを旨とし、利用者又はその家族に対 

し、サービスの提供方法等について理解しやすいように説明を行う。 

４． 事業の提供に当たっては、介護技術の進歩に対応し、適切な介護技術をもってサービスの提 

  供を行う。 

  ５． 利用者の人権の擁護、虐待防止等のために必要な体制の整備を行うとともに、従業者に対し   

    研修を実施する等の措置を講じるものとする。 

  ６．地域共生社会の実現のために、当事業所は地域住民等と相互に協力し、福祉サービスを必要と

する地域住民が地域社会を構成する一員として日常生活を営み、社会、経済、文化その他あら

ゆる分野の活動に参加する機会が確保されるように、地域福祉の推進に努めるものとする。 

   

第3条 （事業所の名称など） 

 事業を行う事業所の名称及び所在地は、次のとおりとする。 

１．名称    公徳会ほのぼのケアサービスヘルパーステーション 

２．所在地    南陽市椚塚９４８－１ 

３．指定事業所番号   ０６７１９００５４６ 

 

第4条 （職員の職種、員数及び職務内容） 

１．管理者  １名（サービス提供責任者と兼務：常勤） 

管理者は事業所の従業者の管理及び業務の管理を一元的に行う。 

２．サービス提供責任者  ２名以上（内１名は管理者と兼務：常勤） 

サービス提供責任者は、事業所に対する自費サービスの利用の申し込みに係る調整、訪問介

護員に対する技術指導、自費サービス計画の作成などを行う。 

３．訪問介護員等 １０名以上（内２名はサービス提供責任者と兼務：常勤）  



 

第5条 （営業日及び営業時間） 

 事業所の営業日及び営業時間は次のとおりとする。 

１．営業日    月曜から日曜までとする。 

２．営業時間   午前８時３０分から午後５時００分までとする。 

     （利用者の希望時間に合わせ要相談対応可能） 

 

第6条 （訪問介護内容） 

１．身体介護に関すること 

２．生活援助に関すること 

３．介護保険適用外のサービス 

 

第 7条 （利用料その他の費用の額） 

１．利用料金及び加算料金は次のとおりとする。 

  （１）利用料金 

 ①身体介護・②生活援助 

   ３０分未満      ・・・ １，２５０円 

   ３０分以上１時間未満 ・・・ ２，５００円 

   以降 ３０分毎に １，２５０円を加算 

 ③介護保険適用外のサービス（介護保険サービス利用前後の自費サービス利用） 

   １５分以内  ５００円（税込み） 

  （２）加算料金 

   ・早朝・夜間帯：午前 6 時－午前 8 時、午後 6 時－午後 10 時については 25％増しとなります。 

   ・深夜帯：午後 10時－午前 6時については 50％増しとなります。 

   ・利用者の同意を得て、2人で訪問した場合は、2人分の料金となります。 

２．次条に定める通常の事業の実施地域を超えて行う自費サービスに要する交通費は、その実費を

徴収する。 

３．利用者が重要事項説明書に記載の期日までサービスの利用中止を申し入れなかった場合、利用 

者は事業者へキャンセル料を支払うものとする。ただし、やむを得ない事情の場合はキャンセル 

料を不要とする。 

４．自費サービスの提供の開始に際しては、あらかじめ、利用者又はその家族に対し、該当サービ 

スの内容及び費用に関し事前に文書で説明した上で、その内容及び支払いに同意する旨の文書に 

署名をうけるものとする。 

 

第 8条 （通常の事業の実施地域） 

 通常の事業の実施地域は、南陽市、高畠町、川西町、長井市とする。 

 

第 9条 （緊急時等における対応方法） 

 訪問介護員等は、自費サービスを実施中に、利用者の病状に急変、その他緊急事態が生じたとき

は、速やかに主治医に連絡する等の措置を講ずるとともに、管理者に報告するものとする。 



 

第 10条 （その他のサービスに関すること） 

   その他サービスに関する事項については、事業所と利用者の間で取り交わす本契約に定めるこ 

ととする。 

 

第 11条 （感染症対策） 

  １．感染症対策委員会による委員会会議は、月１回程度定期的に開催し（緊急時は随時）、感染 

症・食中毒等の予防に努め、指導指示及び注意事項等は職員に周知徹底を図ると共に、利用 

者等にも同様の周知を図り、発生した場合、疑われる際の対応を速やかに感染症対策マニュ 

アルを遵守し対応する。また、職員に対して研修を定期的に実施する。 

  ２．感染症又は食中毒が発生し、又はまん延しないよう次項に掲げる措置を講じるものとする。 

   （１）事業所における感染症又は食中毒の予防及びまん延防止の為の対策を検討する委員会（テ 

レビ電話装置等を活用し行う事ができるものとする）を概ね年２回以上開催すると共に、 

その結果について職員への周知を図る。 

   （２）事業所における感染症の予防及びまん延防止の為の指針を整備する。 

   （３）職員に対し感染症及び食中毒の予防及びまん延防止の為の研修並びに感染症の予防及び 

まん延防止の為の訓練を定期的に実施する。 

   （４）「厚生労働大臣が定める感染症又は食中毒の発生が疑われる際の対処等に関する手順」 

に沿った対応を行う。 

 

第 12条 （秘密の保持・個人情報保護） 

    事業所とその職員は、社会医療法人公徳会が定める「個人情報保護に関する当法人の基本方針」 

を遵守し、業務上知り得た個人及びその家族、保証人の情報を、正当な理由なく第三者に漏ら 

してはならない。但し、別紙「個人情報の取扱について」記載の利用目的については、利用者 

及びその家族、保証人より予め同意を得た上で行うこととする。 

 〇個人情報保護に関する当法人の基本方針   別添掲示 

  

第 13条 （虐待防止に関する事項） 

    利用者の人権擁護、虐待の発生又はその再発を防止する為の措置を講ずる。 

   （１）虐待防止の為の対策を検討する委員会（テレビ電話装置等を利用し行うことができる） 

を定期的に開催すると共に、その結果について職員に周知徹底を図る。 

   （２）虐待防止の為の指針の整備 

   （３）虐待を防止する為の定期的な研修の実施 

 

第 14条 （身体拘束に関する事項） 

   １．利用者又は他利用者等の生命体又は身体を保護するため緊急やむを得ない場合を除き、身体 

拘束その他利用者の行動を制限する行為は行わない。やむを得ず身体拘束を行う場合には、 

その様態及び時間、その際の利用者の心身の状況並びに緊急やむを得ない理由を記録するも 

のとする。 

   ２．身体拘束等の適正化を図るための措置を講じる。 



    （１）身体拘束等の適正化の為の対策を検討する委員会（テレビ電話装置等を活用して行うこ 

とができる）を開催するとともに、その結果について職員に周知徹底を図るものとする。 

 

    （２）身体拘束等の適正化のための指針を整備する。 

    （３）職員に対し、身体拘束等の適正化のための研修を定期的に実施する。 

 

第 15条 （ハラスメント対策） 

    別に定める法人規定・就業規則（第 54条・55条）に基づき、介護サービスの提供を確保す 

る観点から、職場において行われる性的な言動又は優越的な関係を背景とした言動であって、 

業務上必要かつ相当な範囲を超えたものにより職員の就業環境が害される事を防止するため 

の方針を明確化等、男女雇用機会均等法におけるハラスメント対策に関する事業者の責務を踏 

まえつつ次のとおり必要な措置を講じるものとする。 

（１）利用者またはその家族が、事業者または訪問介護員に対して、身体・精神的な攻撃、威

圧的な言動、差別、セクシャルハラスメント、プライバシーの侵害、その他社会通念上不

当な要求・言動により訪問介護員の就業環境が害され、事業者の再三の申し入れにもかか

わらず改善の見込みがなく、本契約の目的を達することが困難となった場合は契約を解除

する。 

 

第 16条 （業務継続計画の策定等） 

   １．感染症や非常災害の発生において、利用者に対するサービス提供を継続的に実施するため 

に、非常時の体制で早期の業務再開を図る為の計画（以下「業務継続計画」という）を策定

し、当該業務継続計画に従い必要な措置を講じるものとする。 

   ２．職員に対し業務継続計画について周知するものとする。 

   ３．定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行うものとす 

る。 

 

第 17条 （事故発防止及び対応） 

    事業所は、事故発生又はその再発を防止するための措置を講じるものとする。 

   （１）事故が発生した場合の対応、報告の方法等が記載された事故発生防止の為の指針の整備を

する。 

   （２）事故が発生した場合又はそれに至る危険性がある事態が生じた場合に、事実が報告されそ

の分析を通じた改善策を職員に周知徹底する体制の整備を行う。 

   （３）事故発生の防止の為の委員会（テレビ電話装置等を活用し行う事ができるものとする）及

び職員に対する定期的な研修を実施する。 

 

第 18条 （その他運営に関する重要事項） 

   １．その他の重要事項については、別に定める法人運営規程・就業規則に基づくものとする。 

   ２．全ての職員（看護師、准看護師、介護福祉士、介護支援専門員、介護保険法第 8条第 2項に 

規定する政令で定められる者等の資格を有する者その他これに類する者を除く）に対し、認 

知症介護に係る基礎的な研修を受講させるために必要な措置を講じるものとする。 



また、職員の資質向上のために研修の機会を設け、業務の執 

行体制について検証、整備する。 

    （１）採用時研修  採用後１年以内 

    （２）継続研修   年１回以上 

 ３．事業所は訪問介護員等の資質の向上を図るための研修の機会を設ける。 

４．この規程に定めるほか、運営に関する重要事項は社会医療法人公徳会と事業所の管理者との 

協議に基づいて定めるものとする。 

５．記録等の保存期限は完結の日から５年間とする。 

６．利用者が介護保険サービスの提供に関する記録の閲覧・謄写を求めた場合には、原則として 

これに応じる。但し、扶養者その他の者（利用者の代理人を含む）に対しては、利用者の承 

諾その他必要と認められる場合に限りこれに応じる。 

 

 

附則 

 この規程は、令和 元年 ７月 １日から施行する。 

          令和 ２年 ４月 １日 改定 

          令和 ３年 ４月 １日 改定 

          令和 ３年１０月 １日 改定 

          令和 ６年 ４月 １日 改定 

          令和 ７年 ２月 １日 改定 

          令和 ７年 ４月 １日 改定 


